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めに 
富山大学 成 度 地域 産官学

連携 フ ン 養成プロ

(以 PME 養成プロ 略 )

文部科学省概算要求特 経費プロ 採択

プロ 学大学院理工学教育部

修士課程 い 専攻横断的 コ 開設

大学院医学薬学教育部 連携 学際教育

富山大学付属病院 び和漢医薬学総合研究所

地 医薬品 医療関連企業や富山 そ 研

究機関 理解 協力 富山 特色 あ

製薬産業及び 展 期待 医療 福

祉産業 中心的 活躍 人材育成 目指

以 そ 概要 紹  

 

フ デ カ エン (PME)養成プログ
 

PME 養成プロ 決 楽

あ 以前 実施 社会人 教育

事業 通 聞 え い 地 産業界 要望 応え

成 23 度 医薬理工系大学院 共

い 部局代表者 話 合い 始 翌 度

学長支援 頂い 富山 内企業 方々

意見交換 企業及び学生双方 ン 調査等

行い プロ 設計 行い 成 25 度

医薬系 連携 講義や企業 方々 講師

頂い 概論講義 履修試行 行い 産学

官各位 理解 協力 支援 成 26

度 文科省プロ 採択 うやく正

式 実施 当

富山大学 工学系教員 中心 医薬理

教員 職員 内企業 委員 願い

プロ 実施委員会 作 そ 実働

組織 推進総務 ュ 検討 企業交

流 3 置い 実施 当

い  

現在 五福 ン 約 40 理工学教育部修

士課程学生 養成コ 録履修 理工系

科目 研究 修 他専攻や杉谷 ン

医科学 薬科学 護学 プロ

準備 PME 概論や PME 実習等 学

製薬産業や医療 福祉 支え 企業 即戦力

活躍 実力 身 け い  

プロ 以 組 目

的 達成 目指 い  

組概要  

 理工学系 自専攻 基盤 深い専門知識

や技術 身 付け 他専攻や医学薬学教育部

科目履修 広い工学力や医薬 基礎知識

生命倫理等 修得  

 附属病院 和漢医薬学総合研究所 地域企業

富山 薬事研究所等 連携 実践教育 (研修) 図

 

 コ ネ ュ 整備

特命助教 非常勤講師 用 講義や実習

実 図  

 ＰＭＥ養成 必要 専門実習用 実験

び設備機器 整備  

 国内 欧米 フ ン

養成 進大学 交流 ロ 人材 育

成 図  

 養成コ 履修生 医薬関連企業 交流

機会 設け 相互理解 履修 ョン 向

図  

 公開 ン 開催 社会へ 信

や産官学合 実施委員会 報告 検討 見

直 改善 図  
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プログ 特徴 
ＰＭＥ養成プロ 大学院理工学教育部 修

士課程 独立 専攻 く 理工系 専攻

横断 コ 制教育 履修生 従来 様

各専攻 所属 自専攻 修士号 得

科目 研究 修 そ 自 将来

希望 合わ 理工学教育部 他専攻や医学薬学

教育部 医科学 薬科学 護学専攻 講義 講

地 企業 ン ン ップ 参加

海外 大学 留学 製薬産業や医

療 福祉産業 支え フ ン

実力 身 け 大学院 講義

加え学部 他学科 講義 聴く 工

学系 異 専門 野 基礎 学 勧

い 特徴 専門外 基礎的内容

学 都合 良い 言え コ 事例

医療機器 へ 就職 希望 生命

工学専攻 学生 自専攻 子生物学特論や医療

生命工学特論 端的講義 加え 電気電子

工学科 学部 電子回路 基礎や 医科学専攻 生

理学 臨床検査等 概論講義 履修

専門 野 履修生 対応 ＰＭＥ

養成プロ 定 認定科目やＰＭＥ概論 Ｐ

ＭＥ実習 複数 コ 準備 指導教員やコ

ネ 指導 各履修生 ビ

ョン 応 ュ 計画 履修

う い  

 

カ キュ 概要 
フ ン 養成コ 修

了 学生 以 表 示 授業科目

い 各必要単位数 満 う 履修 合計 20

単位以 修得 実施委員会 ＰＭＥ養成プ

ロ わ い 断 科目 コ 履

修科目 認定 い 詳 く 以

覧く い http://pse.eng.u-

toyama.ac.jp/pme/  

 

授業科目 単位数 

大学院理工学教育部修士課程及び工学部授業科目 

大学院医学薬学教育部修士課程授業科目 

フ ン PME 概論 

フ ン PME 実習 

単位以  

 単位以  

 単位以  

 単位以  

通常 修士課程修了 必要 講義 選択 自専攻

単位数 10～ 16 単位 理工系 倍近

く 単位数修得 必要 い

単 単位数 揃え く 自 将来入 い

企業 何 役立 考え 履修科目 選択

う 助言指導 い コ 履修学生

履修条件 乗 越え PME 目指

正 や 気 あ 学生  

 以 プロ 特色 言え 講義や実習

科目 い 紹  

＜フ デ カ エン PME 概論＞ 
PME 概論 そ 中 フ ン 志

向 履修生 対象 製薬 製剤コ

ン 志向 履修生 対象 医療

機器 再生医療コ 設定 い 主 製

薬 医療機器関連企業や他大学 行政機関 講師

招 医薬品医療機器等法 基礎 医療経済

学 産業動向 医薬品企業 経営戦略 広範

製薬 医療現場や産業界 課題 直結 講義

準備 そ 野へ 理解 深 学習

ョン 高 期待 い  

 

＜フ デ カ エン PME 実習＞ 
PME 実習 コ 用意 希望

進路 応 そ 中 以 コ 選択 講

う い 実習 福祉 護機

器や医療診断機器 原理 関 実習 実習

機医薬品 医薬品 合成 析 関 実

習 実習 細胞薬理評価 動物薬理評価 製剤

機器 関 実習 学長支援 工学系

医療 福祉機器 実習や製剤実習 行う設備 整え

理工系 学生 そ 原理や使用法 現在

び 後 課題 学び 考え う
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概論 び実習内容 い 企

業関 者 意見 参考 実施

PME 履修生 満足度 いへ 高い

い

 
 

 
 

PME養成プログ 実施 い 各種行事 紹介 

 

＜公開 ン ウ ＞ 

 

成 27 2 6 日 富山大学教員 始

研究機関 企業 学生 一般参加者 多数 方 参

加 第 回公開 ン 開催

基調講演 ン ン 表面 再生医療

創出 東京女子医科大学生命医科学研究所岡野 夫

特任教授 誉教授 他 題 講演 ＰＭＥ履修生

ッ ョン 行い 活 意見交換

 

成 28 3 10 日 第 2 回公開 ン

新 く 総合教育研究棟 (工学系)

開催予定 国立研究開 法人新 ネ 産

業技術総合開 機構理事長 古川一夫氏 基調

講演や ン 4.0 医薬品 医療機器 将来

関 特 講演 PME 履修生 夢や想い 産業界

や地域社会 向け 信 表等 予定

い  
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＜公開セ ＞ 

数回 国内大学 最 端研究者 び医薬

製薬関連企業 技術開 者 学大学院理工学

研究部 学術交流協定 締結 い 大学

( )等 研究者 講師 招い 公開

実施 い  

＜企業交流会＞ 
学生 ョン 向 や企業理解

地 製薬 医療機器企業 見学 交流会 行

い  

 

 

＜PME先導大学 交流＞ 
医工学連携 導 東 大学 製剤工学 導

神戸学院大学や 大学 交流

訪問見学 学生 相互 け入 行 い

 

＜富山大学PME通信 発行＞ 
他府 在学 学部学生 びそ 父 ＰＭ

Ｅ養成プロ 知 頂 学大学院へ 入

学 コ 概要紹 記事や履修生

一言欄 掲載 富山大学ＰＭＥ通信 内版

外版 行  

 

おわ に 
フ ン 養成プロ

経過 う い

第 期履修生 社会 送 出

後 広い専門領域 参加

理工系学生 応え う 富

山 研究機関や企業団体 協力 強 フ

ン 養成コ 質的 実

展 図 い 考え い 大学院進学

希望 学部学生 フ ン

教育 参加 機会 与え ョン 能

力 そ ロ 対応力 高い人材 育成

行 い 考え い  
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